
　

礼拝開始（10時15分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

早天の窓

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

西嵜孝之

早天祈祷会6：00~

来週の奉仕者
（３月２０日）

行司 伝道師
西嵜 芳栄
岡本 享子
鈴木たかよ
李 雋英
山本 麻美
西嵜 真由美
秦泉寺 朗子
西嵜 孝之
河島 稜
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今週は… ルカ 20章 41節～ルカ22章 38節

　～リビングライフより～

「神の作品」「神の作品」
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要約（次週）
ｺﾗﾑ（次 週）
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聖 日 準 備
（ 消 毒 ）

食 事
片　付　け

チャーチミーティング

亀澤温翔

浅本小百合

牧友美 赤岩郁美

（ ２０２２年 ３月６日 ）

（要約者：富岡牧 ）

　サミル合同礼拝
（ユース・サンデー）

福澤先生
特別セミナー

福澤先生
特別セミナー

 今週の箇所でイエスさまは、十字架の道を歩まれるため、ロバに乗って
エルサレムに入城されました。そしてこの都をご覧になって心に深い痛み
を覚えながら涙を流されたのです。なぜかというと、42 節「もし平和に
向かう道を、この日お前も知っていたら --。しかし今、それはお前の目か
ら隠されている」とあるように、失われたものが平和の道…イエスさまを
メシアとして信じて救われる道というものを知って、救われて、神の国を
取り戻されることを切に願われて進まれているのに、そのことに盲目に
なって拒否している都の民の姿を見られたからです。それだけではありま
せん。イエスさまは、その結果エルサレムがどのようになるのかもご存知
で、43-44 節「やがておまえの敵が、おまえに対して塁を築き、回りを取
り巻き、四方から攻め寄せ、そしておまえとその中の子どもたちを地にた
たきつけ、おまえの中で、一つの石もほかの石の上に積まれたままでは残
されない日が、やって来る。それはおまえが、神の訪れの時を知らなかっ
たからだ。」と言われ、後にその通りになってしまいます。主の目的・願
われていることと全く逆の道を進んでいる人々を見てイエスさまは深く悲
しまれたのです。今のこの私たちをイエスさまは見て、どの様に感じられ
るでしょう？
引き続き宮に登られたイエスさまは、宮が祈りの家となるようたて直され
て、ここから神の国の回復・救いが及んでいくようにとの思いをもって宮
清めをされ、教えを語り始められました。腐敗したユダヤ人指導者とは正
反対にイエスさまの教えに耳を傾けているユダヤ人がいました。私たちも
イエスさまの教えを聞いています。そして何より、神の子とされた聖徒は、
聖霊の住まわれる宮であります。今こそ教会が私たち自身が祈りの家とな
り、父なる神さまとの交わりをもち、神の御心をきき、力と励ましを受け、
またそれを流していきましょう。

牧 一穂 牧師
西嵜 芳栄  
岩崎 祥誉
浅野 恵子

　

3 月の誕生者
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　逃走中

　

　彼は、インド大陸の宣教師でとても有名な伝道者です。宣教地を目指し
ネパールの大雪に覆われた山を猛吹雪の中、命からがら歩いていると、そ
こに倒れている瀕死の老人を見つけました。自分も助かるか助からないか
のギリギリの状態でしたが、老人を助けようとしました。すると、サンダー
と一緒に歩いていた人が怒り出し罵声を浴びせました。しかしサンダーは
見捨てるわけにはいかないと、老人を助けることを決めました。そしてサ
ンダーに罵声を浴びせた彼は、先に行ってしまいました。サンダーは老人
を背負い大汗をかきながら進み、老人はサンダーの背中の温かさにより助
かりました。しばらく歩いていくと、凍死をしている人がいました。それ
は先ほど去って行った彼でした。サンダーと老人は助かりましたが、彼は
死んでしまいました。さて私たちは正しい良心を持ち、正しい目線で判断
をしているでしょうか？間違った判断が自らの人生を失うことがあります。

　パウロはテモテへ任された教会を牧会するようにと、2 回にわたって手
紙を書きました。教会は多くの問題を抱えていました。当時、偽教師がい
て間違った教えを言い広め、また神学論争という問題がありました。律法
を自らの正当性を相手に示すために用いていました。律法はアダムとエバ
が罪を犯す前からあったのでしょうか？答えはノーです。罪を犯す前は、
悪が無い為、律法は必要ありませんでした。人々の罪が増大し、人の心が
罪だらけになった状況で神様は律法（十戒）をモーセに与え、私達が神の
命令に背いていることを教えられました。すでに律法は、私たちに与えら
れている福音の入り口だったのです。福音とは、≪神様がいて、私たちが罪
を犯し、その罪のために十字架に架かって死んで下さった。それを信じて
悔い改めたら赦される。≫という事です。罪を知るところから福音の入り口
が始まります。律法は自分の正しさを示したり、正しく生きていることを
正当化するものではありません。私達が神様の前に罪人であることを知る
ためです。罪を知った者だけが神の御言葉に額 ( ぬか ) ずき、罪を告白し、
自分に負い目のある人を赦す決断をすることができます。そして赦された
者だけが、互いに許し合うことができ人と人の間に和解が起こり、神様と
人との和解にまでつながるのです。これが神様の福音です。

　テモテの手紙は「この命令は」から始まり、「この預言に従って…」とあ
ります。この預言とはパウロに対してされた預言と同じでした。パウロは
ダマスコの途上で神様に出会い「私に従って来なさい。」という命令を受け、
多くの弟子に祈られました。パウロの使命は、預言として語られていきま
した。異邦人のテモテにも同じように「この使命に立っていきなさい。」と
神様は語られました。これは召しと召命です。パウロはテモテへ「この預
言に従って私はあなたに【この命令】を委ねます。」と書いています。【こ
の命令】とは 1 章５節の【この命令】、『きよい心と正しい良心と偽りのな
い信仰』ということ、旧約聖書に出てくる十戒という律法です。ではきよ
い心はどうしたら与えられるのか、それは外側からではないとパウロは何
度も伝えています。ユダヤ人は、身は外側から汚れると思っていました。
しかし、イエス様は「外側にあるものが汚すのではなく、内側にあるもの
が私たちを汚す、それはパン種のようなものである」と語られました。き
よい心は、律法により罪を知ることからスタートします。私たちは律法を
通してもう一度、自分の罪を知ることができます。罪を知ると初めてきよ
い心が与えられます。きよい行いが自分をきよくするのではありません。
自分が赦されたことを知り、初めて正しい良心が出てくるのです。パウロ
が伝えた “偽りのない信仰” とは、迫害の中でも神を信じ神を愛そうとす
る行動、うわべではない心の信仰です。

　へブル人６：１『ですから、私たちは、キリストについての初歩の教え
をあとにして、【成熟】を目ざして進もうではありませんか。』この箇所に
ある【成熟】とは “良い物と悪い物を見分ける感覚” です。何が良いことで
神に受け入れられ、何が悪いことなのかをわきまえ知ること、それが【成熟】
です。へブル４：１２『神の言葉は生きていて、力があり、両刃の剣より
も鋭く、たましいと霊、関節と骨髄の分かれ目さえも刺し通し、心の色々
な考えやはかりごとを判別することができます。』物事の判断は、御言葉に
よりのみ判断することができます。聖書の福音の原点が何千年にもわたり

変わらないのは、正しい良心によるものだからです。そして、私達は神に
似るようにつくられているので、神が御言葉を通して私たちに語られる時、
わかります。これが正しい良心です。
しかし、私達の正しい良心を壊す者がいます。「あの人嫌い。」という思い
です。その途端に目標は愛ではなく間違った律法となります。【成熟】とは、
愛かどうかを分別させます。私達が成長し【成熟】すると、愛なのか、愛
では無いものなのかがよくわかります。サンダーが、雪山で遭難者を見つ
けた時、放っておくことは愛でないことがわかりました。愛の行動がサン
ダーに勇気を与え、元気を与えました。誰かのために生きようとする愛は
艱難をも耐え抜く能力が与えられます。しかし一人で去って行った彼は孤
独に苛まれて、間違った判断故に死んでしまいました。雪山の遭難は、力
尽きるのではなく諦めることでおこります。ユダとパウロの違い、またダ
ビデとサウロの違いはイエス様の元に帰ったか、帰らなかったかの違いで
す。悪魔は私たちをいつも一人にしようとします。正義を与え、間違った
言葉により孤立させようとします。反対にイエス様は私達と一緒にいよう
とされ、また合わさろうとされます。【成熟】は、孤立ではなく、合わさ
ることです。

　【成熟】の過程には、「道端に落ちた種」「土の薄い岩地に落ちた種」「い
ばらの中に落ちた種」「良い地に落ちた種」、様々な土台があります。
「道端」…その辺に落ち、すぐに御言葉を持っていかれてしまいます。御
言葉を大事に、しっかりしまって下さい。「土の薄い岩地は」…すぐに枯
れてしまいます。「岩地」…過去の事で苦しんでいませんか？ “傷つけら
れた私” ではなく、“癒される為にいる私” です。被害者であるうちは被
害を受け続けます。しかし被害は終わりました。過去にあった出来事は神
様が回復し、復興しているのです。被害という岩を取り除かれなければい
けません。その行為は「赦し」と「癒し」です。
「いばら」…芽が出たことが奇跡なのに、あの時は、、、この時は、、、と違
うものに目を向けてはいけません。自己中心な欲はないでしょうか？「良
い地に落ちる」ということが【成熟】です。それは愛されている事、愛によっ
て行動していることを理解します。罪を理解した人というのは、愛されて
いることをよく理解している人です。誘惑に陥らない理由は、「愛」です。

　１：５「この命令」、１：１８「この命令」が合わさり、預言という彼
に与えられた召しが「正しい良心に進むように勇敢に進め」と神さまに語
られました。
１：１９－２０、パウロはアレキサンデルに苦しめられました。そして「彼
らをサタンに引き渡しました。」とあります。愛の手紙なのに「サタンに
引き渡した」と書いています。けれどその後に「彼らに学ばせるためだ。」
と書かれています。悪魔の中に進みゆく人を排除するのではなく、祈りに
よって学ばさせるということです。悪魔は神様の支配の中にあるからです。
私たちは悪魔に進みゆく人に対して諦めそうになり、無関心になりそうに
なりますが、そうなってはいけません。一時悪魔に任せることがあったと
しても、祈りにより必ず神が戻して下さるからです。

 Ⅰテモテ1： 18～20

僕は、食事をする時、食べる順番としてちょっと苦手な物を先に食べ
て、「大好き」・「好き」な物を後からバランス良く食べていくという
感じです。口の中を大好きな味にして終わりたい。ところが、これが
行動になると、楽しい事を先にして「苦手な事」・「気が進まない事」
を後回しにしてしまいます。結果最後にドンドン溜まってしまい、気
が落ち込みます。セルの分かち合いの中でも話題に出して皆で分かち
合いました。その中で「神様に難しく考えないで気軽な気持ちで祈っ
てみては！？」と言ってくれました。そんな際に祈っている中で気が
進まない理由に対して、行動する事に対して、人と比べて見劣りする
のでは無いか！？人よりもっと良いものを仕上げないと自分を認めて
くれないのではないか！？と、思っていたのですが神様はなぜ他人と
同じように物事を進め、仕上げないといけないの？と人と比較してし
まう事に気がつかされました。人と同じラインに立たなくても良い！
自分は神様の作品であってキリストイエスにあって造られたのです。
自分はあの人には追い付けない！勝てない！と思って後回しにするの
ではなく、自分らしさ神様が造られたままを出して行けば良い！と
思って少しずつ行動して行ければと思います。

『わたしたちは神の作品であって、良い行いをするように、キリスト・
イエスにあって造られたのである。』（エペソ人への手紙2章10節）

11 日　佐藤沙紀　　
13 日　泉水泰行
14 日    亀澤温翔
 
　  

早天祈祷会6：00~

23 日　藤原靖子
24 日　泉水浩
25 日    小川節子
26 日　岩崎櫻

27 日     高橋奈津江
30 日     永井証
                岩崎まり子
31 日      坂本恭子

　　20：00~県北祈祷会

セル活動

2 日   泉水敬子
3日   浅野恵子
4日   横山菜月
5日   中島歩美
 

　

    7 日　  浅野祐稀
    8 日      河島凌
  10 日      日名洋
                  　　

19：30~ﾌﾟﾚｲﾔｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

19：30~ﾌﾟﾚｲﾔｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ
早天祈祷会6：00~ 早天祈祷会6：00~ 早天祈祷会6：00~ 早天祈祷会6：00~

藤原靖子

永井証 岩崎まり子

　

　　　

　　　 

　

早天祈祷会6：00~早天祈祷会6：00~ 早天祈祷会6：00~

Ⅰテモテ1:5,18 ～ 20Ⅰテモテ 1:5,18 ～ 20

早天祈祷会6：00~

早天祈祷会6：00~

早天祈祷会6：00~

　各　自

　各　自

教会礼拝チーム    

　　

16:30~ｷｯｽﾞﾌﾞﾗｳﾝ

16:30~ｷｯｽﾞﾌﾞﾗｳﾝ

15 日　横山由芽
          　 矢崎心結
20 日     妹尾由紀子
21 日    浅本小百合
          　

てもて塾

　

誕生者のお祝い

泉水泰行

妹尾由紀子

高橋奈津江

永井匡史

泉水浩

坂本恭子

全本達正 和田絵理沙

　    

ｻﾝﾃﾞｰｷｯｽﾞ17：00~
ｼﾞｮｲﾌﾙｷｯｽﾞ15：00~

小川節子

大串順子

森下敦子

岩﨑櫻

藪中真琴

 主　日　礼　拝 主　日　礼　拝

早天祈祷会6：00~ 早天祈祷会6：00~早天祈祷会6：00~ 早天祈祷会6：00~
ｻﾝﾃﾞｰｷｯｽﾞ17：00~
ｼﾞｮｲﾌﾙｷｯｽﾞ15：00~

ｻﾝﾃﾞｰｷｯｽﾞ17：00~
ｼﾞｮｲﾌﾙｷｯｽﾞ15：00~

律法とは律法とは

【成熟とは】～良い物と悪い物とを見分ける感覚～【成熟とは】～良い物と悪い物とを見分ける感覚～

勇敢に戦い抜く勇敢に戦い抜く

【成熟の過程】 ～どの土台になるかは、自分の問題～【成熟の過程】 ～どの土台になるかは、自分の問題～

サンダー・シングサンダー・シング

横山由芽 矢崎心結

16:30~ｷｯｽﾞﾌﾞﾗｳﾝ

17:30~ｷｯｽﾞﾌﾞﾗｳﾝ

神に賞賛される生き方
「物の見方」～健全な良心～

 イギリスの大英帝国の位の高い人物でしたが、中国の奥地で宣教を
した宣教師でした。彼の身分とは全く違う生活環境の中で宣教をし続
けた彼に、取材レポーターは「どのようにされていたのですか？」と
質問をしました。彼は、「バイオリンは調律しなければ音が狂ってし
まいます。私は朝毎に神の前に出て自分を調律するのです。毎日、自
分が間違った音を奏でない様に調律しています。」と答えたそうです。
正しい良心とはこのようなものです。自分で自分を調律することはで
きないからです。神の御言葉により自分を調律しなければいけません。
自分の中で不協和音を奏でているものはないでしょうか？もしあるな
ら、自己中心に生きることを止める決断をしようではありませんか。
孤立することを選ばず、共に成熟することを選びましょう。正しい良
心を保つ為、自分を調律し続けるなら、神の前に旋律を奏でるものと
なります。あなたは神様に赦され、愛されたものです。

さいごに…


